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中核となる２つの啓発活動

「邦人医療支援ネットワーク（Japanese Medical 

Support Network）」、通称ジャムズネットは、当

時の米国日本人医師会会長でコロンビア大学の

本間俊一教授が呼びかけ、在ニューヨーク日本

国総領事館が側面支援をすることで、2006 年

１月にニューヨーク（NY）で設立された。NY に

は、医療や福祉、教育、心理の分野で邦人コミュ

ニティを支援する団体が多数存在していたが、

連携した活動はしていなかった。そこで、米国

日本人医師会を中心に既存の 20 団体が参加し

て活動がスタートした（現在は23団体が加盟）。

中核事業は医療や福祉に関する情報提供と啓

発活動。海外在留邦人にとっての大きな課題は

高齢化である。NY では、早くからこの問題に

取り組んでおり、NY 日系人会は、05 年４月に、

総領事館支援の下で「邦人・日系人高齢者問題

協議会」を設立した。在留邦人や日系人の高齢

化を念頭に置き、その健康に寄与するための啓

発を目的として、NY 日系人会と同協議会、ジャ

ムズネットの共催で、日本の敬老の日に合わせ

07 年９月に第１回シニアウィークを開催した。

この NY 日系人会との共催イベントは今年で第

９回目となり、毎年 2000 人以上が来場する大

きなイベントとして成長している。また 10 年

には、このシニアウィークの活動の１つとして、

日本で厚生労働省支援の下で行われている「認

知症サポーターキャラバン事業」を海外で初め

て開催した。以後は、北米における同事業の拠

点となり、認知症の啓発活動にも力を入れてい

る。また 09 年からは、４月の NY 日系人会に

よるサクラ祭りに合わせて、高齢者に限らない

健康に関する啓発イベントを「サクラ・ヘルス

フェア」として日系人会と共催している。この

サクラ・ヘルスフェアも毎年 2000 人以上の来

場者を迎え、今年で７回目となった。

ジャムズネット（NY）は、このような継続した

２つの啓発活動を中心に、在留邦人の健康と福

祉に貢献してきた。サブグループとして 07 年

３月に「メンタルヘルス・ネットワーク」が、10 年

５月に「スペシャル・エデュケーション・ネットワー

ク」が結成され、NY における在留邦人の精神

保健や特別支援教育に関する支援活動を強化し

た。これらの活動実績から、10 年には米国の

NPO 法人として認可を受けた。11 年３月から

は、東日本大震災の支援事業を加えながら、来

年１月には 10 年目の節目を迎える。
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